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け
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役
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Ｋ
の
「
公
共
性
」
の
問
い
直
し

　

㈢　

公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
と
そ
の
批
判

三　

公
共
圏
概
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圏
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バ
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共
圏
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る
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㈡　

複
数
の
公
共
圏
と
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

五　

ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
と
「
放
送
の
公
共
性
」
論
の
展
望
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一　

問
題
の
所
在

　

本
稿
は
、
テ
レ
ビ
と
民
主
主
義
の
関
係
が
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
中
で
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
、
構
想
さ
れ
て
き
た
の
か
を
政
治

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
、
民
主
主
義
論
の
観
点
か
ら
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

　

テ
レ
ビ
と
民
主
主
義
の
関
係
は
「
放
送
の
公
共
性
」
の
文
脈
で
論
じ
ら
れ
て
き
た
。「
放
送
の
公
共
性
」
は
放
送
事
業
を
め
ぐ
る

制
度
的
な
次
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、
民
主
主
義
社
会
の
発
展
や
深
化
と
い
っ
た
観
点
か
ら
理
解
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
、
一
九
五
三
年

の
放
送
開
始
以
来
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
の
テ
レ
ビ
は
市
民
生
活
に
お
け
る
中
心
的
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
そ
の
中

で
も
公
共
放
送
で
あ
る
日
本
放
送
協
会
（
以
下
Ｎ
Ｈ
Ｋ
）
は
日
本
社
会
の
民
主
主
義
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
き
た
。

メ
デ
ィ
ア
と
民
主
主
義
の
関
係
を
考
え
る
う
え
で
、「
放
送
の
公
共
性
」
は
そ
の
中
心
の
ひ
と
つ
を
形
成
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
テ
レ
ビ
放
送
六
〇
年
を
迎
え
る
中
、
放
送
の
公
共
性
を
議
論
す
る
基
盤
そ
の
も
の
が
大
き
く
変
容
し
つ
つ
あ
る
。

そ
の
一
つ
は
、
デ
ジ
タ
ル
化
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に
伴
う
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
急
速
な
変
化
で
あ
る
。
放
送
と
通
信
の
融
合
は

従
来
の
放
送
概
念
、
そ
し
て
テ
レ
ビ
の
公
共
的
役
割
の
再
考
を
迫
っ
て
い
る
。
も
う
一
つ
は
、
民
主
主
義
論
の
変
化
で
あ
る
。
近
年

の
民
主
主
義
論
の
動
向
は
、
国
民
国
家
を
前
提
と
し
た
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
民
主
主
義
の
関
係
性
の
枠
組
み
を
揺
る
が
し
て
い
る
。
今

日
の
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
お
い
て
、
放
送
の
公
共
的
機
能
は
い
か
に
構
想
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
そ
れ
は
民
主
主
義
の
発
展

や
深
化
に
ど
の
よ
う
に
関
連
づ
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。

　

こ
れ
ら
の
問
い
に
答
え
る
た
め
に
、
本
稿
で
は
「
放
送
の
公
共
性
」
に
つ
い
て
メ
デ
ィ
ア
環
境
と
メ
デ
ィ
ア
を
め
ぐ
る
民
主
主
義

理
論
の
相
互
関
係
か
ら
考
察
を
進
め
る
。
と
く
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
主
た
る
対
象
と
し
、
ま
た
、
公
共
圏
概
念
に
注
目
し
つ
つ
、「
放
送
の

公
共
性
」
が
ど
の
よ
う
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
の
か
を
批
判
的
に
検
証
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
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二　

放
送
の
公
共
的
機
能
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ

　

㈠　

公
共
放
送
の
位
置
づ
け
と
役
割

　

日
本
に
お
け
る
「
放
送
の
公
共
性
」
の
議
論
は
、
主
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
位
置
づ
け
や
役
割
を
め
ぐ
っ
て
展
開
し
て
き
た
。

　

周
知
の
と
お
り
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
は
電
波
の
希
少
性
と
社
会
的
影
響
力
の
大
き
さ
を
根
拠
に
法
的
規
制
の
対
象
と
さ
れ
て
き
た（（
（

。

そ
し
て
一
連
の
法
的
言
説
を
通
じ
て
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
的
機
能
が
規
定
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
放
送
法
の
制
定
理
念

が
記
さ
れ
た
同
法
第
一
条
に
お
い
て
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
「
公
共
性
」
は
次
の
よ
う
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
１　

放
送
が
国
民
に
最
大
限
に
普
及
さ
れ
て
、
そ
の
効
用
を
も
た
ら
す
こ
と
を
保
障
す
る
こ
と
。

２　

放
送
の
不
偏
不
党
、
真
実
及
び
自
律
を
保
障
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
送
に
よ
る
表
現
の
自
由
を
確
保
す
る
こ
と
。

３　

放
送
に
携
わ
る
者
の
職
責
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
放
送
が
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
に
資
す
る
よ
う
に
す
る
こ
と

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

（
傍
点

引
用
者
）。

　　

こ
の
よ
う
に
、「
放
送
の
公
共
性
」
は
「
健
全
な
民
主
主
義
の
発
達
」
と
の
関
連
か
ら
意
味
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
る
。

　

こ
の
放
送
法
に
基
づ
き
、
一
九
五
三
年
以
降
、
公
共
放
送
事
業
体
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
、
商
業
放
送
事
業
体
で
あ
る
民
間
放
送
に
よ

る
二
元
体
制
の
下
、
テ
レ
ビ
放
送
が
展
開
さ
れ
て
き
た
。
つ
ま
り
、「
放
送
の
公
共
性
」
は
公
共
放
送
と
商
業
放
送
の
二
元
体
制
を

通
じ
て
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
公
共
放
送
で
あ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
り
一
層
の
社
会
的
責
任
が
負
わ
さ
れ
て

い
る
こ
と
も
ま
た
事
実
で
あ
る
。
放
送
法
第
七
条
に
は
「
公
共
の
福
祉
の
た
め
に
、
あ
ま
ね
く
日
本
全
国
に
お
い
て
受
信
で
き
る
よ

う
に
豊
か
で
、
か
つ
、
良
い
放
送
番
組
に
よ
る
国
内
放
送
を
…
略
…
行
う
こ
と
」
と
い
う
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
固
有
の
目
的
が
明
示
さ
れ
て
い
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る
。
換
言
す
る
と
、「
市
場
で
の
私
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
や
他
の
公
的
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
を
通
じ
て
は
十
分
に
供
給
さ
れ
な
い
多
様

で
質
の
良
い
番
組
を
供
給
す
る
こ
と
」
が
公
共
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
存
在
意
義
と
し
て
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
長
谷
部
二
〇
〇
一
：
二

一
二
）。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
役
割
は
次
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
て
き
た
（
相
澤
ほ
か
二
〇
〇
三
：
六
七
―
六
九
）。

１　

番
組
の
多
様
性
を
非
商
業
的
財
源
に
基
づ
い
て
確
保
す
る

２　

社
会
生
活
の
基
本
と
な
る
情
報
を
提
供
す
る

３　

放
送
番
組
の
質
的
水
準
を
確
保
す
る

４　

放
送
の
技
術
開
発
・
普
及
に
寄
与
す
る

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
一
連
の
役
割
が
「
民
主
的
政
治
過
程
」
を
支
え
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
点
で
あ
る

（
長
谷
部
二
〇
〇
一
：
一
九
五
―
一
九
六
）。
す
な
わ
ち
、
市
場
メ
カ
ニ
ズ
ム
に
依
拠
せ
ず
に
、
民
主
主
義
政
治
を
運
営
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
質
の
高
い
情
報
を
あ
ま
ね
く
社
会
の
構
成
員
に
伝
達
す
る
こ
と
が
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
み
な
さ
れ
て
き
た
の

で
あ
る
。

　

以
上
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
共
放
送
と
し
て
の
機
能
を
考
え
る
上
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
担
っ
て
き
た
ニ
ュ
ー
ス
生
産
、
す
な
わ
ち
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ズ
ム
機
能
が
そ
の
中
心
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
（
岡
村
二
〇
〇
三
、
松
田
二
〇
〇
五
）。
つ
ま
り
、
ニ
ュ
ー
ス
番
組
や
ド
キ
ュ
メ
ン

タ
リ
ー
番
組
の
制
作
・
放
送
と
い
う
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
機
能
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
担
う
公
共
的
役
割
の
中
核
の
ひ
と
つ
と
理
解
さ
れ
て
き
た

の
で
あ
る
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
取
材
体
制
は
日
本
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
組
織
の
中
で
も
有
数
の
規
模
と
質
を
有
す
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
約
五
〇
〇
〇
人
の
放
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送
関
係
職
員
を
擁
し
、
全
国
に
六
八
の
放
送
局
と
支
局
、
海
外
に
二
九
の
総
支
局
を
有
す
る
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
二
〇
一
二
：
七
八
五
―
七
八

八
）。
二
〇
一
三
年
現
在
、
ラ
ジ
オ
３
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
テ
レ
ビ
地
上
放
送
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
衛
星
放
送
２
チ
ャ
ン
ネ
ル
、
国
際
放
送

３
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
有
し
、
多
様
な
報
道
番
組
を
展
開
し
て
い
る
。
と
く
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
の
「
ニ
ュ
ー
ス
７
」
や
「
ニ
ュ
ー
ス
ウ
ォ
ッ

チ
９
」
と
い
っ
た
番
組
は
高
い
視
聴
率
を
誇
り
、
ま
た
、「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ス
ペ
シ
ャ
ル
」
や
「
Ｅ
Ｔ
Ｖ
特
集
」
な
ど
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
番
組
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
問
題
の
発
見
や
歴
史
的
検
証
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
報
道
機
関
と
し
て
高
い
信

頼
を
獲
得
し
て
き
た
。
新
聞
通
信
調
査
会
の
調
査
（
二
〇
一
一
年
）
に
よ
る
と
、
情
報
の
信
頼
で
き
る
メ
デ
ィ
ア
の
一
位
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ

（
七
〇
％
）、
二
位
が
新
聞
（
六
九
％
）、
三
位
が
民
放
テ
レ
ビ
（
六
〇
％
）
と
な
っ
て
い
る
（
複
数
回
答
。
新
聞
通
信
調
査
会
二
〇
一
二
：

一
）。
こ
の
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
民
主
主
義
の
運
営
や
発
展
に
不
可
欠
な
情
報
を
社
会
的
に
共
有
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
公
共
的
機

能
を
果
た
し
て
き
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
。

 　

㈡　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
公
共
性
」
の
問
い
直
し

　

そ
の
一
方
で
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
担
う
「
公
共
性
」
と
は
何
か
、
と
い
う
問
題
は
し
ば
し
ば
議
論
さ
れ
て
き
た
。
放
送
法
を
含
め
た
電
波

三
法
の
制
定
過
程
は
無
論
の
こ
と
、
テ
レ
ビ
放
送
開
始
後
も
例
え
ば
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
調
査
研
究
機
関
・
放
送
文
化
研
究
所
の
研
究
誌
『
放

送
学
研
究
』
で
は
一
九
六
二
年
の
第
二
号
で
「
放
送
の
公
共
性
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
論
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
崎
山
一
九
六
二
）。

ま
た
、
一
九
七
三
年
、
一
九
八
九
年
に
は
「
放
送
と
公
共
性
」
の
特
集
が
組
ま
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、「
公
共
性
」
の
問
い

直
し
の
傾
向
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
、
よ
り
一
層
顕
著
と
な
っ
た
（
津
金
澤
一
九
九
三
：
六
九
）。
そ
の
中
心
的
テ
ー
マ
は
、
ニ
ュ
ー

メ
デ
ィ
ア
の
登
場
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
公
共
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
い
か
に
対
応
す
べ
き
か
を
め
ぐ
る
も
の
で
あ
る
。
と
く
に
、

メ
デ
ィ
ア
技
術
の
発
達
に
よ
る
多
メ
デ
ィ
ア
化
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
の
進
展
は
、
従
来
の
公
共
放
送
が
担
っ
て
き
た
質
の
高
い
情
報

を
社
会
全
体
に
共
有
さ
せ
る
と
い
う
役
割
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
傾
向
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
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ト
の
発
達
や
デ
ジ
タ
ル
化
を
通
じ
て
一
層
高
ま
っ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
そ
れ
と
密
接
に
関
連
し
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
よ
る
テ
レ
ビ
視
聴
の
「
分
散
化
」
や
「
分
極
化
」
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
（
原
・
米
倉
二
〇
〇
四
）。
そ
れ
は
、
多
メ
デ
ィ
ア
化
、
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
に
よ
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
の
低
下
と
い
う
事

態
の
み
な
ら
ず
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
、
そ
し
て
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
の
多
様
化
・
多
元
化
の

観
点
か
ら
理
解
さ
れ
て
い
る
。
と
く
に
、
若
者
層
の
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
離
れ
」
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
の
調
査
に
よ

る
と
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
接
触
率
は
、
六
〇
代
が
八
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
〇
代
は
五
五
％
に
と
ど
ま
る
。「
ニ
ュ
ー
ス
７
」
の
視
聴

率
は
一
七
％
（
二
〇
〇
九
年
）
と
高
い
が
、
世
代
別
で
は
六
〇
代
の
視
聴
率
が
二
六
％
で
あ
る
の
に
対
し
、
二
〇
代
は
二
％
に
過
ぎ

な
い
（
平
田
・
塚
本
・
西
二
〇
一
一
：
七
九
―
八
〇
）。
こ
の
よ
う
に
、
民
主
主
義
社
会
に
不
可
欠
な
情
報
を
あ
ま
ね
く
伝
達
す
る
と

い
う
こ
れ
ま
で
理
解
さ
れ
て
き
た
公
共
放
送
観
が
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

注
目
す
べ
き
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
急
激
な
変
化
に
対
応
す
る
中
で
、
放
送
の
公
共
性
、
そ
し
て
公
共
放
送
の
役
割
の
再

定
義
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き
た
点
で
あ
る
。
二
〇
〇
三
年
の
「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
公
共
放
送
に
関
す
る
勉
強
会
」
報
告
書
で
は
、

次
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

放
送
に
関
連
す
る
新
技
術
の
進
歩
が
加
速
す
る
今
日
で
は
、「
従
来
型
の
放
送
」
に
該
当
す
る
か
否
か
で
は
な
く
、
先
述
の
（
一
六
八
ペ
ー

ジ
に
挙
げ
た
四
つ
の
：
引
用
者
）
公
共
放
送
に
期
待
さ
れ
る
役
割
に
奉
仕
す
る
も
の
か
否
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
業
務
の
範
囲
を

柔
軟
に
広
げ
て
考
え
て
も
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
こ
と
は
同
時
に
、
基
幹
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
放
送
の
一
翼
を
担
っ
て
き
た
公
共
放
送
が
、

Ｉ
Ｔ
化
推
進
と
い
う
官
民
一
体
の
取
り
組
み
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
（
相
澤
ほ
か
二
〇
〇
三
：
七
三
）。

　

と
く
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
が
普
及
し
、
テ
レ
ビ
放
送
の
地
上
波
デ
ジ
タ
ル
化
が
注
目
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
二
〇
〇
〇



171

「放送の公共性」再考

年
代
半
ば
に
「
視
聴
者
第
一
主
義
」
に
根
差
し
た
新
し
い
公
共
性
の
理
念
を
打
ち
出
す
よ
う
に
な
る
。
二
〇
〇
六
年
に
発
表
さ
れ
た

「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
」
報
告
書
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
お
け
る
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
公
共
性
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て

い
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
報
道
・
教
育
・
教
養
・
娯
楽
の
幅
広
い
分
野
の
番
組
を
通
じ
て
、
視
聴
者
が
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
方
や
考
え
方
に
触
れ
、
暮
ら
し
と

人
生
を
実
り
多
い
も
の
に
し
て
い
く
と
同
時
に
、
公
共
意
識
を
高
め
、
多
様
・
多
彩
な
活
力
の
あ
る
民
主
主
義
社
会
の
実
現
と
成
熟
に
向
け

て
努
力
で
き
る
よ
う
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
尽
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
二
〇
〇
六
：
一
一
）。

　

こ
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
次
の
二
つ
の
方
針
を
掲
げ
る
。
第
一
は
、
多
様
な
価
値
観
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

有
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
個
々
人
の
ニ
ー
ズ
を
満
た
す
番
組
や
情
報
の
提
供
で
あ
る
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
こ
れ
を
「
視
聴
者
第
一
主
義
」
と

呼
ぶ
。
す
な
わ
ち
、「
各
地
域
、
各
分
野
、
各
世
代
、
各
見
解
等
に
分
け
入
っ
て
、
視
聴
者
の
多
彩
な
意
向
を
て
い
ね
い
に
汲
み
上

げ
る
努
力
」
が
必
要
で
あ
る
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
（
同
、
一
一
）。
第
二
に
、
こ
う
し
た
多
様
な
関
心
や
ニ
ー
ズ
を
汲
み
上
げ
る
た

め
、
そ
し
て
そ
れ
ら
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
あ
る
（
同
、
一
八
）。
こ
の

よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
は
多
様
化
し
た
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
関
心
や
ニ
ー
ズ
に
個
別
に
対
応
す
る
こ
と
を
自
ら
の
新
た
な
公
共
的
使
命
と

み
な
し
、
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
に
基
づ
く
サ
ー
ビ
ス
を
新
た
に
提
供
す
る
こ
と
が
「
多
様
・
多
彩
な
活
力
の
あ
る
民
主
主
義
社

会
」
の
実
現
に
通
じ
る
と
主
張
し
た
の
で
あ
る
。

　

㈢　

公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
と
そ
の
批
判

　

以
上
に
見
ら
れ
る
「
放
送
の
公
共
性
」
の
再
定
義
の
試
み
に
関
し
て
、
次
の
点
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
第
一
は
、
そ
れ
が



172

法学研究 86 巻 7 号（2013：7）

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
展
開
し
て
き
た
「
公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
」
と
多
く
の
点
で
共
通
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
一
連
の
議

論
は
、
狭
義
の
公
共
放
送
概
念
か
ら
脱
却
し
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
積
極
的
に
活
用
す
る
こ
と
で
公
共
的
使
命
を

よ
り
よ
く
遂
行
で
き
る
と
主
張
す
る
点
に
特
徴
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
米
倉
二
〇
〇
七
：
一
九
五
）。
つ
ま
り
、「
放
送
の
公
共
性
」
の

再
定
義
は
日
本
の
み
な
ら
ず
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
次
元
に
お
い
て
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

第
二
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
改
革
を
め
ぐ
る
議
論
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
に
よ
る
「
放
送
の
公
共
性
」
の
再
定
義
が
「
市
場
原
理
」

や
「
情
報
化
政
策
」、
そ
し
て
「
経
営
戦
略
」
の
諸
論
理
か
ら
強
く
規
定
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
公
共
放
送
に

関
す
る
勉
強
会
」
報
告
書
が
示
す
よ
う
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
よ
る
試
み
は
、
情
報
化
の
推
進
が
単
線
的
に
社
会
の
価
値
の
多
様
化
・
多
元

化
を
も
た
ら
す
と
す
る
情
報
化
政
策
の
論
理
と
重
な
り
合
う
。
さ
ら
に
、「
視
聴
者
第
一
主
義
」
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
の
ス

キ
ャ
ン
ダ
ル
に
起
因
す
る
受
信
料
支
払
い
率
の
低
下
へ
の
対
応
も
含
め
た
経
営
改
革
案
と
し
て
の
側
面
を
強
く
有
し
て
い
た
（
林
二

〇
一
〇
）。
こ
れ
ら
の
議
論
の
中
で
語
ら
れ
る
「
価
値
」
や
「
ニ
ー
ズ
」
は
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
を
「
公
衆
」
で
は
な
く
、「
消
費
者
」

と
み
な
す
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
論
が
強
調
す
る
「
個
別
の
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
」
と
い
う
戦
略
は
、
民
主

主
義
社
会
に
必
要
な
情
報
の
共
有
と
い
う
役
割
の
軽
視
や
社
会
の
断
片
化
の
促
進
を
も
た
ら
し
か
ね
な
い
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
米

倉
二
〇
〇
七
：
二
〇
八
︱
二
一
四
）。
し
た
が
っ
て
、
一
連
の
言
説
は
、「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
新
た
な
視
座
を
民
主
主
義
の
発

展
や
深
化
と
い
う
観
点
か
ら
構
築
す
る
こ
と
を
困
難
に
し
て
い
る
と
み
な
す
こ
と
が
で
き
る
。

三　

公
共
圏
概
念
を
通
じ
た
理
論
構
築
の
試
み

　

㈠　
「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
批
判
的
ア
プ
ロ
ー
チ

　
「
放
送
の
公
共
性
」
の
意
味
づ
け
は
し
ば
し
ば
放
送
事
業
体
な
い
し
放
送
政
策
の
論
理
に
回
収
さ
れ
、
例
え
ば
そ
れ
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
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「
視
聴
者
第
一
主
義
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、「
受
信
料
支
払
い
率
」
を
信
頼
性
の
指
標
と
し
、
そ
の
回
復
を
目
指
す
よ
う
な
経
営
戦

略
に
収
斂
し
て
き
た
。
他
方
で
こ
う
し
た
意
味
づ
け
と
は
異
な
る
、
政
治
学
や
社
会
学
、
な
い
し
は
思
想
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
に
よ
る

「
放
送
の
公
共
性
」
の
捉
え
直
し
も
取
り
組
ま
れ
て
き
た
。
そ
の
主
流
を
な
す
も
の
が
「
公
共
圏
」
を
め
ぐ
る
議
論
で
あ
る
。

　

例
え
ば
花
田
達
朗
は
、
市
場
原
理
主
義
と
親
和
的
な
情
報
化
政
策
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
性
を
批
判
す
る
中
で
「
放
送
の
公
共
性
」
と

い
う
言
葉
が
そ
の
内
容
の
あ
い
ま
い
さ
ゆ
え
に
、
政
策
誘
導
的
な
機
能
を
果
た
し
て
き
た
と
指
摘
す
る
（
花
田
一
九
九
六
：
一
一
九
）。

そ
し
て
こ
う
し
た
日
本
に
お
け
る
「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
を
「
実
態
論
的
放
送
の
公
共
性
」
と
名
づ
け
、
そ
れ
が
国
家

行
政
と
放
送
事
業
者
に
よ
っ
て
主
導
さ
れ
る
「
放
送
事
業
の
公
共
性
」
を
意
味
し
て
き
た
こ
と
を
批
判
し
た
（
花
田
一
九
九
六
：
一

二
九
）。
そ
れ
に
対
し
て
花
田
は
「
放
送
の
公
共
性
」
の
意
味
を
「
民
主
的
な
市
民
社
会
、
公
共
圏
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
」
の
三
つ
の

視
座
か
ら
捉
え
直
し
た
上
で
「
放
送
の
公
共
性
」
は
「
放
送
に
よ
る
公
共
圏
の
設
営
」
と
い
う
社
会
的
機
能
に
よ
っ
て
根
拠
づ
け
ら

れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
し
た
（
花
田
一
九
九
六
：
一
四
四
）。

　

こ
の
よ
う
に
、「
放
送
の
公
共
性
」
な
い
し
公
共
放
送
を
め
ぐ
る
民
主
主
義
論
の
観
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
は
、
公
共
圏
概
念
の

積
極
的
な
検
討
を
通
じ
て
活
性
化
、
展
開
す
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　　

㈡　

メ
デ
ィ
ア
研
究
、
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
に
お
け
る
公
共
圏
概
念

　

公
共
圏
と
は
一
般
的
に
「
人
々
が
共
に
関
心
を
抱
く
事
柄
に
つ
い
て
意
見
を
交
換
し
、
政
治
的
意
思
を
形
成
す
る
言
論
空
間
」
の

こ
と
を
意
味
す
る（（
（

。
公
共
圏
で
は
公
衆
に
よ
る
「
理
性
的
で
批
判
的
な
討
議
」
が
な
さ
れ
、
そ
れ
を
通
じ
て
産
出
さ
れ
た
合
意
が
政

策
過
程
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
周
知
の
と
お
り
、
こ
の
概
念
は
、
ド
イ
ツ
の
政
治
・
社
会
理
論
家
ユ
ル
ゲ
ン
・

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
著
作
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
を
通
じ
て
明
確
に
打
ち
出
さ
れ
た
。

　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
同
書
に
お
い
て
、
市
民
的
公
共
性
の
原
理
に
基
づ
く
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
形
式
と
そ
れ
が
展
開
す
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る
社
会
的
な
諸
関
係
や
空
間
が
近
代
化
の
中
で
成
立
し
て
き
た
過
程
を
析
出
し
て
い
る
。

市
民
的
公
共
圏
は
、
さ
し
当
り
、
公
衆
と
し
て
集
合
し
た
私
人
た
ち
の
生
活
圏
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
私
人
（
民
間
人
）
た
ち
は
、

当
局
に
よ
っ
て
規
制
さ
れ
て
き
た
公
共
性
を
、
ま
も
な
く
公
権
力
そ
の
も
の
に
対
抗
し
て
自
己
の
も
の
と
し
て
主
張
す
る
。
…
略
…
こ
の
政

治
的
折
衝
の
媒
体
と
な
る
公
共
の
論
議
は
、
歴
史
的
に
先
例
の
な
い
独
特
な
も
の
で
あ
る
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
一
九
九
〇
＝
一
九
九
四
：
四
六
。

訳
一
部
変
更
。
以
下
同
様
）。

　

こ
の
公
共
圏
は
、
次
の
よ
う
な
歴
史
的
展
開
を
経
て
発
展
し
て
き
た
。
第
一
に
、
近
代
的
な
規
範
や
価
値
を
備
え
た
主
体
が
親
密

圏
と
呼
ば
れ
る
私
生
活
圏
の
中
か
ら
成
立
す
る
（
同
、
六
四
―
七
二
）。
第
二
に
、
そ
う
し
た
主
体
が
読
書
を
し
、
議
論
を
戦
わ
せ
る

文
芸
的
公
共
圏
が
成
立
す
る
（
同
、
四
八
）。
第
三
に
、
こ
の
文
芸
的
公
共
圏
が
次
第
に
政
治
的
機
能
を
担
う
よ
う
に
な
り
、
政
治

的
公
共
圏
が
形
成
さ
れ
る
（
同
、
五
〇
）。
一
連
の
過
程
を
経
て
公
的
な
事
柄
に
つ
い
て
議
論
を
行
う
公
衆
が
形
成
さ
れ
る
。
政
治

的
公
共
圏
の
特
徴
と
し
て
、
そ
れ
が
あ
ら
ゆ
る
公
衆
に
対
し
て
開
か
れ
て
い
る
点
、
そ
し
て
議
論
が
理
性
的
か
つ
批
判
的
な
も
の
で

あ
る
点
が
挙
げ
ら
れ
る
（
同
、
七
五
）。
こ
の
開
か
れ
た
理
性
的
・
批
判
的
討
議
を
経
て
公
衆
の
諸
要
求
は
正
当
性
を
付
与
さ
れ
た

世
論
（
公
論
）
と
な
り
、
公
共
圏
は
議
会
制
統
治
形
式
を
持
つ
市
民
的
法
治
国
家
の
組
織
原
理
と
な
っ
た
の
で
あ
る
（
同
、
一
〇
四
）（

（
（

。

　

公
共
圏
の
歴
史
的
展
開
を
め
ぐ
る
議
論
に
関
し
て
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
や
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
が
注
目

す
る
点
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
が
近
代
社
会
に
お
け
る
公
共
圏
の
成
立
と
解
体
の
双
方
の
運
動
に
寄
与
し
た
と
い
う
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

の
見
解
で
あ
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
、
公
衆
が
誕
生
し
、
政
治
的
公
共
圏
が
成
立
す
る
過
程
で
新
聞
が
果
た
す
機
能
を
強
調
す
る

（
同
、
七
二
）。
す
な
わ
ち
、
新
聞
は
議
会
で
の
討
議
を
公
衆
に
伝
え
、
か
つ
批
判
を
す
る
こ
と
で
世
論
形
成
を
促
し
、
そ
う
し
た
民

意
を
議
会
へ
と
媒
介
す
る
機
関
と
し
て
機
能
し
た
の
で
あ
る
（
同
、
八
九
）。
そ
の
一
方
で
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
、
公
共
圏
は
構
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造
的
な
変
化
を
遂
げ
、「
脱
政
治
化
」
し
、
解
体
へ
向
か
う
。

理
性
的
に
議
論
す
る
市
民
を
構
築
す
る
公
共
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
崩
壊
し
た
。
か
つ
て
そ
の
中
か
ら
出
現
し
て

き
た
公
論
は
、
一
方
で
は
公
衆
な
き
私
人
た
ち
の
非
公
式
的
意
見
へ
と
分
解
さ
れ
、
他
方
で
は
広
報
的
に
活
動
す
る
諸
機
関
の
公
式
見
解
へ

と
凝
縮
さ
れ
た
。
組
織
化
さ
れ
ず
に
い
る
私
人
た
ち
の
公
共
性
は
、
公
共
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
公
的
に
表
明

さ
れ
た
意
見
の
伝
達
に
よ
っ
て
、
示
威
的
も
し
く
は
操
作
的
に
展
開
さ
れ
る
広
報
活
動
の
激
流
の
中
に
と
ら
わ
れ
る
の
で
あ
る
（
同
、
三
三

三
）。

　

大
衆
社
会
の
発
達
に
伴
っ
て
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
公
共
圏
の
「
脱
政
治
化
」
の
機
関
と
し
て
の
性
格
を
強
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。

す
な
わ
ち
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
は
広
報
活
動
の
担
い
手
と
な
り
、
議
会
制
民
主
主
義
を
劇
場
化
す
る
（
同
、
二
七
五
）。
そ
し
て
政
治

的
公
共
圏
の
担
い
手
で
あ
っ
た
公
衆
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
提
供
す
る
大
衆
文
化
の
消
費
者
と
な
り
、
意
見
の
雰
囲
気
の
中
で
拍

手
喝
采
す
る
存
在
（
す
な
わ
ち
大
衆
）
へ
と
変
化
し
た
の
で
あ
る
（
同
、
二
八
六
）。

　

㈢　

公
共
圏
概
念
に
よ
る
「
放
送
の
公
共
性
」
の
再
定
義

　

以
上
に
要
約
さ
れ
る
公
共
圏
の
概
念
は
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
、
と
く
に
「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
こ
と
に
な
っ
た
。
第
一
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
実
態
に
関
し
て
、
政
治
・
社
会
的
な
レ
ベ
ル
か
ら
批
判
的
に
分
析
す
る
視
角
を

得
た
点
で
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
公
共
圏
に
基
づ
く
テ
レ
ビ
研
究
を
展
開
し
た
以
下
の
分
析
枠
組
み
が
参
考
に
な
る
。
そ
れ
は

テ
レ
ビ
と
公
共
圏
の
関
係
性
を
以
下
の
四
つ
の
レ
ベ
ル
か
ら
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
（D

ahlgren 1995

：11

︲21

）。
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１　

メ
デ
ィ
ア
制
度
：
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
公
共
圏
概
念
と
の
関
連
か
ら
メ
デ
ィ
ア
の
組
織
、
財
源
、
規
制
な
ど
に
関
す
る
政
策
上
の
争
点

が
分
析
さ
れ
る
。
ま
た
、
技
術
を
め
ぐ
る
問
題
も
こ
の
レ
ベ
ル
に
含
ま
れ
る
。
と
く
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
公
共
放
送
を
市
場
原
理
主
義
的

な
観
点
か
ら
の
批
判
か
ら
い
か
に
擁
護
す
る
の
か
が
こ
の
レ
ベ
ル
で
の
中
心
的
な
論
点
と
な
っ
て
い
る
（D

ahlgren 1995: 13

︲14

）。

２　

メ
デ
ィ
ア
表
象
：
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
公
共
圏
に
お
い
て
生
産
・
流
通
さ
れ
る
メ
デ
ィ
ア
内
容
が
分
析
対
象
と
な
る
。
そ
れ
は
主
と
し

て
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に
関
わ
る
。
と
く
に
テ
レ
ビ
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
場
合
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
描
写
や
語
り
に
分
析
の
焦
点
が
あ
て
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
。

３　

社
会
構
造
：
公
共
圏
の
歴
史
的
条
件
や
制
度
的
環
境
を
構
築
す
る
諸
要
因
が
分
析
さ
れ
る
。
社
会
階
層
や
教
育
シ
ス
テ
ム
、
権
力
関
係

な
ど
、
社
会
の
広
範
な
制
度
的
配
置
か
ら
導
か
れ
る
構
造
的
諸
要
素
が
含
ま
れ
る
。

４　

社
会
文
化
的
相
互
作
用
：
対
面
関
係
か
ら
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
接
触
ま
で
を
含
む
、
公
共
圏
に
お
け
る
動
態
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

過
程
が
分
析
対
象
と
な
る
。
こ
こ
で
重
要
な
点
は
、
一
連
の
相
互
作
用
を
通
じ
て
い
か
な
る
主
体
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
産
出
さ
れ
る

か
が
問
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

　

以
上
の
分
析
枠
組
み
に
よ
り
、
従
来
の
事
業
者
の
経
営
戦
略
や
テ
レ
ビ
の
メ
デ
ィ
ア
特
性
に
基
づ
く
「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ

る
議
論
と
は
異
な
る
視
座
が
得
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
民
主
主
義
や
権
力
関
係
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
構
造
変
動
と
い
っ
た
側
面
と
、

報
道
内
容
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
動
態
的
過
程
と
を
関
連
づ
け
な
が
ら
テ
レ
ビ
の
公
共
的
機
能
を
分
析
す
る
こ
と
が
可
能
に
な

る
の
で
あ
る
。

　

第
二
は
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
を
通
じ
て
公
共
圏
の
活
性
化
な
い
し
は
再
生
を
図
る
と
い
う
規
範
的
な
目
標
が
示
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

例
え
ば
花
田
は
公
共
圏
の
原
理
に
沿
っ
た
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
組
織
構
造
が
求
め
ら
れ
る
と
論
じ
て
い
る
（
花
田
一
九
九
六
：
七
八
―

七
九
）。
す
な
わ
ち
、
公
共
圏
の
理
念
を
実
現
す
る
た
め
の
法
制
度
の
整
備
と
組
織
改
革
、
そ
し
て
（
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
番
組
制
作

へ
の
参
加
の
よ
う
な
）
組
織
内
部
に
公
共
圏
を
作
り
出
す
仕
組
み
を
確
保
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
こ
で
も
公
共
放
送
が
そ
の
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主
た
る
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
公
共
圏
概
念
は
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
的
機
能
を
民
主
主
義
の
観
点
か
ら
論
じ
る
準
拠
枠
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す

よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

四　

公
共
圏
概
念
の
視
座
転
換

　

㈠　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
を
め
ぐ
る
批
判

　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
、
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
も
含
め
た
幅
広
い
人
文
・
社
会
科
学
に
影
響

を
与
え
た
。
と
く
に
、『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
の
英
訳
を
ひ
と
つ
の
契
機
と
し
て
、
公
共
圏
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
展
開
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
う
し
た
状
況
は
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
に
対
す
る
批
判
を
喚
起
し
、
公
共
圏
に
関
す
る

新
た
な
捉
え
方
や
理
解
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
で
は
公
共
圏
概
念
を
め
ぐ
る
一
連
の
展
開
は
、「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る

議
論
に
い
か
な
る
影
響
を
与
え
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
を
め
ぐ
る
近
年
の
批
判
の
典
型
と
し
て
、
ナ
ン
シ
ー
・
フ
レ
イ
ザ
ー
に
よ
る
次
の
四
点
を
挙
げ
る

こ
と
が
で
き
よ
う
（
フ
レ
イ
ザ
ー
一
九
九
二
＝
一
九
九
九
：
一
二
九
―
一
五
七
）（

（
（

。

　
１　

公
共
圏
へ
の
参
加
を
め
ぐ
る
問
題
：
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
公
共
圏
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
開
か
れ
て
い
る
こ
と
を
強
調
す
る
が
、
現
実
の
政
治

社
会
的
な
不
平
等
が
そ
の
障
壁
と
な
る
こ
と
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
。

２　

公
共
圏
の
単
一
性
を
め
ぐ
る
問
題
：
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
公
共
圏
の
単
一
性
を
強
調
す
る
が
、
そ
れ
は
、
従
属
集
団
が
担
う
複
数
の
対
抗

的
な
公
共
圏
の
意
義
を
見
落
と
す
こ
と
に
つ
な
が
る
。
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３　
「
公
的
な
も
の
」
と
「
私
的
な
も
の
」
の
区
分
を
め
ぐ
る
問
題
：
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
公
共
圏
で
討
議
さ
れ
る
内
容
は
「
公
的
な
事
柄
」

に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、「
私
的
な
利
害
関
心
」
を
そ
こ
か
ら
排
除
す
る
。
し
か
し
、
何
が
「
公
的
」
で
何
が
「
私
的
」
か
を
区
分
け
す

る
境
界
は
不
確
定
で
あ
り
、
従
来
私
的
な
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
た
争
点
が
公
共
圏
で
扱
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
可
能
性
を
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
は
十
分
に
論
じ
て
い
な
い
。

４　

国
家
と
市
民
社
会
の
区
分
を
め
ぐ
る
問
題
：
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
公
共
圏
が
成
立
す
る
た
め
に
は
国
家
と
市
民
社
会
の
明
確
な
分
離
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
だ
が
、
こ
う
し
た
捉
え
方
は
、
公
衆
の
役
割
を
国
家
権
力
の
「
監
視
」
に
と
ど
め
、
従
属
集
団
に
よ
る
多
様

な
政
治
参
加
の
可
能
性
を
限
定
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

　

こ
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
に
対
す
る
批
判
は
、
公
共
圏
の
「
複
数
性
」
や
「
多
元

性
」
を
強
調
す
る
。
こ
れ
ら
の
議
論
は
社
会
に
お
け
る
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
多
様
性
を
背
景
と
し
、
そ
う
し
た
多
様
な
ア
イ
デ
ン

テ
ィ
テ
ィ
を
有
す
る
諸
集
団
に
よ
る
政
治
参
加
を
活
性
化
す
る
上
で
公
共
圏
概
念
の
問
い
直
し
を
試
み
て
い
る
。
と
く
に
フ
レ
イ

ザ
ー
は
、
ブ
ル
ジ
ョ
ア
階
級
の
男
性
に
よ
っ
て
担
わ
れ
た
「
単
一
の
公
共
圏
」
の
中
に
、
そ
の
他
の
従
属
集
団
を
抑
圧
・
排
除
す
る

権
力
性
を
見
出
し
、
そ
れ
を
複
数
の
対
抗
的
な
公
共
圏
に
よ
っ
て
揺
る
が
す
こ
と
に
今
日
の
民
主
主
義
の
深
化
の
可
能
性
を
見
出
し

て
い
る
。

　

㈡　

複
数
の
公
共
圏
と
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア

　

こ
の
よ
う
な
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
れ
を
通
じ
て
提
示
さ
れ
た
新
た
な
公
共
圏
概
念
の
展
開
を
踏
ま
え

つ
つ
、
日
本
の
メ
デ
ィ
ア
研
究
や
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
公
共
圏
概
念
も
変
化
し
て
き
た
。
注
目
す
べ
き
は
、
政

治
・
社
会
理
論
に
お
け
る
「
単
一
の
公
共
圏
」
に
対
す
る
批
判
と
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
次
元
に
お
け
る
デ
ジ
タ
ル
化
、
そ
し
て
多
メ

デ
ィ
ア
化
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
の
議
論
が
相
互
に
関
連
し
つ
つ
、
公
共
圏
の
複
数
性
が
主
張
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
う
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し
た
理
論
展
開
の
中
か
ら
新
た
な
「
放
送
の
公
共
性
」
の
再
定
義
が
取
り
組
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

⒜　
「
単
一
の
公
共
圏
」
と
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
批
判

　

メ
デ
ィ
ア
研
究
や
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
に
お
け
る
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
に
対
す
る
批
判
も
ま
た
、
そ
の
単
一

性
を
め
ぐ
る
問
題
と
し
て
提
起
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
モ
ー
レ
イ
は
、
ハ
ー

バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
は
、
国
民
国
家
を
単
位
と
し
た
情
報
の
伝
達
と
共
有
を
志
向
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
を
前
提
と
し

て
お
り
、
例
え
ば
英
国
で
は
「
白
人
」「
男
性
」
が
そ
う
し
た
公
共
圏
に
お
い
て
特
権
的
な
地
位
を
占
め
て
い
る
と
批
判
す
る
。
そ

し
て
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
、
人
種
、
世
代
、
地
域
、
宗
教
、
階
級
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
な
ど
、
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
共
存
さ
せ
る
よ

う
な
「
差
異
を
取
り
込
ん
だ
複
数
の
公
共
圏
」
の
必
要
性
を
主
張
し
た
（M

orley 2000

）。
さ
ら
に
そ
れ
は
公
共
放
送
の
基
盤
と
な

る
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
」
と
は
誰
か
を
問
い
、
国
民
国
家
の
枠
組
み
を
越
え
る
公
共
放
送
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
議
論
へ
と
結
び
つ
い
た
。

　

日
本
で
も
フ
レ
イ
ザ
ー
に
代
表
さ
れ
る
政
治
・
社
会
理
論
や
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
に
よ
る
批
判
の
影
響
を
受
け
つ
つ
、

同
様
の
議
論
が
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
特
徴
の
一
つ
は
、
従
来
の
公
共
圏
概
念
や
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
機
能
を
問
い
直

し
、
相
対
化
す
る
も
の
で
あ
る
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
新
し
い
局
面
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
シ
ス
テ
ム
が
あ
た
り
ま
え
の
も
の
と
し
て
拠
っ
て
立
っ
て
き

た
さ
ま
ざ
ま
な
論
理
や
倫
理
を
、
新
し
い
コ
ン
テ
ク
ス
ト
の
な
か
で
徹
底
的
か
つ
体
系
的
に
見
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
の
み
、
初
め
て
切
り
開

か
れ
て
い
く
。
こ
の
作
業
は
、「
民
主
主
義
」
や
「
公
共
圏
」
と
い
っ
た
近
代
市
民
革
命
の
所
産
と
し
て
す
で
に
当
然
の
も
の
と
受
け
と
め

ら
れ
が
ち
な
理
念
を
、
改
め
て
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
考
察
す
る
と
い
う
「
第
二
の
近
代
」
に
お
け
る
再
帰
性
の
流
れ
に
ま
さ
に
合
致
す
る
も
の
な

の
で
あ
る
（
林
二
〇
一
一
：
一
一
七
）。
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こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
例
え
ば
、
国
民
国
家
＝
「
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
も
の
」
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
る
単
一
の
公
共
圏
と
そ
の
担
い
手

と
し
て
の
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
有
す
る
権
力
性
が
告
発
さ
れ
、
批
判
さ
れ
て
き
た
（
阿
部
二
〇
〇
四
）。

　

も
う
一
つ
の
特
徴
は
、
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
公
共
圏
や
親
密
圏
を
起
点
と
す
る
多
様
な
「
声
」
に
注
目
し
つ
つ
、
単
一
の
公
共
圏
か

ら
排
除
さ
れ
て
き
た
諸
集
団
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
て
き
た
争
点
を
メ
デ
ィ
ア
が
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
る
べ
き
か
が
論
じ
ら
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
そ
し
て
前
記
の
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
相
対
化
と
連
動
し
つ
つ
、
複
数
の
対
抗
的
な
小
公
共
圏
を
担
う
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ

ヴ
・
メ
デ
ィ
ア
の
重
要
性
が
主
張
さ
れ
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
意
義
が
相
対
化
し
て
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
公
共
圏
」
の
規
範
性
の
一
方
的
な
主
張
が
立
ち
行
か
な
く

な
っ
た
今
、「
そ
れ
以
外
の
、
別
の
（
す
な
わ
ち
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
な
）
メ
デ
ィ
ア
」
の
重
要
性
が
増
し
て
き
た
こ
と
は
、
現
代
の
社
会
変

動
が
引
き
起
こ
し
た
歴
史
的
必
然
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
林
二
〇
一
一
：
一
〇
八
）。

　

一
連
の
議
論
で
は
、
既
存
の
政
治
・
社
会
シ
ス
テ
ム
の
権
力
を
告
発
す
る
異
議
申
し
立
て
を
担
う
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観

の
多
様
性
と
、
そ
う
し
た
異
議
申
し
立
て
を
支
え
る
参
加
型
、
ロ
ー
カ
ル
型
な
い
し
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ

デ
ィ
ア
の
複
数
性
が
相
互
に
連
関
し
つ
つ
民
主
主
義
の
深
化
を
促
進
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る（（
（

。

　

⒝　

公
共
圏
の
複
数
性
と
公
共
放
送
の
役
割

　

こ
う
し
た
理
論
的
動
向
を
背
景
に
、
日
本
社
会
に
お
け
る
複
数
の
公
共
圏
と
そ
れ
を
担
う
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
ア
の
役
割

に
つ
い
て
調
査
・
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
も
の
と
し
て
、
移
民
や
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
に
よ
る
メ
デ
ィ

ア
実
践
に
関
す
る
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
（
岩
渕
二
〇
一
一
）。
そ
こ
で
は
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
集
団
が
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
は
異
な
る
メ
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デ
ィ
ア
を
活
用
し
て
公
共
圏
を
形
成
し
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
る
。
注
目
す
べ
き
は
、
従
来
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
に
加
え
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
と
く
に
近
年
は
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
（
田
中
二
〇
〇
九
、
岩
渕
二
〇
一

一
）。
す
な
わ
ち
、
デ
ジ
タ
ル
化
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
展
に
伴
う
多
メ
デ
ィ
ア
化
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
が
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
公

共
圏
の
複
数
化
・
活
性
化
に
寄
与
し
て
い
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
（
岩
渕
二
〇
一
一
：
一
五
）。
い
わ
ば
、
こ
れ
ら
の
議
論
で
は
、
デ

ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
的
機
能
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
主
た
る
批
判
対
象
に
位
置
づ
け
ら
れ
な
が
ら
も
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
意
義
が
否
定
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
い
。

例
え
ば
前
記
の
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
性
を
め
ぐ
る
議
論
で
は
、
小
公
共
圏
の
複
数
化
・
多
元
化
の
結
果
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
と
他
の
集
団
な
い
し
社
会
全
体
と
の
関
心
の
共
有
や
対
話
の
可
能
性
が
狭
め
ら
れ
る
状
況
が
問
題
視
さ
れ
て
い
る
（
岩

渕
二
〇
一
一
：
一
五
―
一
七
）。
そ
し
て
そ
れ
を
乗
り
越
え
る
た
め
に
社
会
全
体
の
公
共
圏
お
よ
び
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
複
数
の
小
公

共
圏
と
が
結
び
つ
く
こ
と
の
必
要
性
が
論
じ
ら
れ
る（（
（

。

　

こ
の
観
点
か
ら
放
送
メ
デ
ィ
ア
の
新
た
な
公
共
的
役
割
が
構
想
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
複
数
の
小
さ
な
公
共
圏
、
そ
し
て
そ
れ
ら

を
担
う
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
を
ま
と
め
上
げ
、
社
会
全
体
の
討
議
の
場
に
接
続
す
る
機
能
で
あ
る（（
（

。
そ
し
て
と
く

に
公
共
放
送
が
こ
う
し
た
「
結
節
点
」
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
（M

urdock 2004: 18

）。

　

公
共
放
送
の
「
結
節
点
」
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
よ
っ
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
断
片
化
が
進
展

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
「
社
会
の
分
裂
と
対
立
を
回
避
す
る
歯
止
め
」
と
し
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
が
自
ら
の
新
た
な
役
割
を
提
示
し
た
こ

と
と
重
な
り
合
う
（
相
澤
ほ
か
二
〇
〇
三
：
六
九；

米
倉
二
〇
〇
七
：
二
一
六
）。
と
は
い
え
、
こ
の
公
共
圏
の
複
数
性
を
前
提
と
し
た

議
論
で
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
の
複
数
化
と
活
性
化
と
い
う
民
主
主
義
論
に
根
差
し
た
観
点
か
ら
、「
放
送
の
公
共
性
」

の
新
た
な
意
義
を
構
想
し
て
い
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
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五　

ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
と
「
放
送
の
公
共
性
」
論
の
展
望

　
「
放
送
の
公
共
性
」
や
「
公
共
放
送
の
役
割
」
が
戦
後
日
本
社
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
語
ら
れ
て
き
た
の
か
を
論
じ
る
中
で
、

次
の
点
が
確
認
さ
れ
た
。
第
一
に
、「
公
共
圏
」
概
念
を
参
照
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
経
営
や
政
策
を
中
心
と
し
た
観
点
と
は
異
な

る
、
民
主
主
義
と
関
連
づ
け
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
き
た
点
で
あ
る
。
第
二
に
、
公
共
圏
概
念
の
批
判
的
検
討
が
進
む
中
で
「
公
共

圏
の
複
数
性
」
が
主
張
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
で
あ
る
。「
放
送
の
公
共
性
」
を
め
ぐ
る
議
論
の
中
で
公
共
圏
の
複
数
性
が
語
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
と
し
て
は
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
に
よ
り
、
多
メ
デ
ィ
ア
・
多
チ
ャ
ン
ネ
ル
化
が
進
展
し
て
き
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。
し
か
し
留
意
す
べ
き
は
、
メ
デ
ィ
ア
環
境
の
変
化
の
み
な
ら
ず
、
政
治
・
社
会
理
論
に
お
け
る
「
ア
イ
デ
ン
テ
ィ

テ
ィ
の
政
治
」
や
「
差
異
の
政
治
」
と
い
っ
た
理
論
動
向
と
も
連
動
し
て
い
る
点
で
あ
る
（K

arppinen 2008: 29

）。
こ
こ
に
お
い

て
、
放
送
メ
デ
ィ
ア
と
民
主
主
義
の
関
係
は
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
の
多
様
性
・
多
元
性
の
維
持
な
い
し
深
化
の
観
点
か

ら
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
う
し
た
文
脈
か
ら
、「
放
送
の
公
共
性
」、
と
く
に
公
共
放
送
は
、
多
メ
デ
ィ
ア
状
況
の
中
で
複
数

の
公
共
圏
の
中
で
共
存
し
つ
つ
、
同
時
に
そ
れ
ら
を
結
び
つ
け
る
役
割
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

今
日
の
日
本
社
会
の
中
で
、
こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
「
放
送
の
公
共
性
」
を
問
い
直
す
作
業
は
確
か
に
意
義
の
あ
る
も
の
と
評
価

で
き
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
ど
の
よ
う
に
し
て
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
に
基
づ
く
小
公
共
圏
を
ま
と
め
上
げ
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
確
認
す
べ
き
は
複
数
の
公
共
圏
の
対
抗
的
性
格
で
あ
る
。
複
数
の
公
共
圏
の
論
者
た
ち
は
、

「
単
一
の
公
共
圏
」
の
権
力
性
を
告
発
し
、
社
会
の
周
縁
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
抑
圧
さ
れ
た
諸
集
団
が
担
う
小
公
共
圏
の
解
放
可
能

性
を
主
張
す
る
。
つ
ま
り
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
の
公
共
圏
と
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
ア
の
小
公
共
圏
を
支
配
／
抵
抗
の
二
項
対

立
図
式
と
し
て
捉
え
、
前
者
の
権
力
を
揺
る
が
し
、
相
対
化
す
る
た
め
に
解
放
の
基
点
と
し
て
の
小
公
共
圏
の
複
数
化
の
戦
略
が
と

ら
れ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、
小
公
共
圏
の
断
片
化
を
回
避
す
る
た
め
に
放
送
メ
デ
ィ
ア
、
と
く
に
公
共
放
送
に
よ
る
複
数
の
ア
イ



183

「放送の公共性」再考

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
を
結
び
つ
け
る
結
節
点
の
役
割
が
要
請
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
描
か
れ
る
の
は
、
支
配
と
抵
抗
が
克

服
さ
れ
た
理
想
的
な
複
数
の
公
共
圏
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
こ
の
理
想
状
況
に
お
い
て
、
小
公
共
圏
の
担
い
手
と
し

て
の
多
様
な
集
団
の
間
に
は
権
力
関
係
は
想
定
さ
れ
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
上
げ
る
た
め
に
要
請
さ
れ
る
「
放
送
の

公
共
性
」
も
ま
た
、
権
力
（
抑
圧
）
な
き
メ
デ
ィ
ア
へ
の
転
換
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が

「
理
性
的
・
批
判
的
討
議
」
で
あ
り
、
そ
の
結
果
成
立
す
る
「
合
意
」
で
あ
る
。
だ
が
、
果
た
し
て
こ
う
し
た
状
況
は
可
能
な
の
で

あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
、
こ
の
理
想
状
況
を
構
想
す
る
こ
と
自
体
が
政
治
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
や
民
主
主
義
論
の
観
点
か
ら
説

得
的
な
の
だ
ろ
う
か
。

　

本
論
で
は
最
後
に
テ
レ
ビ
研
究
、
公
共
放
送
研
究
に
お
け
る
公
共
圏
概
念
の
深
化
と
発
展
可
能
性
に
関
し
て
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元

主
義
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
検
討
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
の
観
点
か
ら
、
公
共
圏
に
お

け
る
「
合
理
的
で
普
遍
的
な
合
意
」
は
「
そ
も
そ
も
あ
り
え
な
い
」
と
主
張
す
る
（
ム
フ
二
〇
〇
〇
＝
二
〇
〇
六
：
一
六
一
）。
こ
の

立
場
に
よ
る
と
、「
自
由
民
主
主
義
に
お
け
る
合
意
は
（
現
在
も
、
こ
れ
か
ら
も
）
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
表
出
で
あ
り
、
権
力
関
係
が
具
現

化
し
た
も
の
」
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
い
う
（
同
、
七
六
。
訳
一
部
変
更
。
以
下
同
様
）。
い
か
に
理
性
的
・
批
判
的
な
討
議
が
行
わ
れ

て
も
、
そ
こ
で
形
成
さ
れ
る
「
合
意
」
に
は
必
ず
権
力
作
用
が
機
能
し
て
お
り
、
特
定
の
意
味
づ
け
が
特
権
化
さ
れ
、
他
の
意
味
づ

け
の
構
築
可
能
性
が
抑
圧
・
排
除
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
公
共
圏
概
念
は
、
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ

や
価
値
観
が
対
立
し
あ
い
な
が
ら
討
議
＝
闘
技
が
行
わ
れ
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
が
編
制
さ
れ
る
と
い
う
「
政
治
的
な
も
の
」
の
側
面
を
適

切
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
批
判
さ
れ
る
（
同
、
一
六
一
）。

　

そ
の
一
方
で
、
公
共
圏
を
複
数
化
す
る
こ
と
で
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
の
実
現
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
戦
略
も
ま

た
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
の
観
点
か
ら
批
判
さ
れ
る
。
第
一
に
、
そ
れ
が
複
数
の
小
公
共
圏
同
士
の
対
立
や
抗
争
と
い
っ
た
権
力
闘
争
の
次

元
を
十
分
に
考
慮
し
て
い
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
し
て
第
二
に
、
複
数
の
小
公
共
圏
が
「
た
だ
の
個
別
主
義
に
と
ど
ま
り
、
支
配
シ
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ス
テ
ム
に
取
り
込
ま
れ
る
」
可
能
性
が
あ
る
た
め
で
あ
る
（
ラ
ク
ラ
ウ
二
〇
〇
〇
＝
二
〇
〇
二
：
二
七
八
）。
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義

の
立
場
に
よ
る
と
、
複
数
の
公
共
圏
を
通
じ
て
構
築
さ
れ
る
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
価
値
観
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
に
組
み
込
ま

れ
る
こ
と
で
、
支
配
シ
ス
テ
ム
の
論
理
の
維
持
・
再
生
産
に
寄
与
す
る
可
能
性
を
常
に
有
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
一
見
す
る
と
多

様
な
複
数
の
公
共
圏
に
、
共
通
し
た
排
除
の
論
理
や
構
造
が
存
在
し
う
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

　

そ
れ
で
は
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
は
公
共
圏
概
念
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
直
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
し
て
そ
こ
か
ら
「
放
送

の
公
共
性
」、
と
く
に
公
共
放
送
の
「
結
節
点
」
の
役
割
を
ど
の
よ
う
に
構
想
し
う
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
上
の
議
論
か
ら
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
は
公
共
圏
を
「
理
性
的
」
な
い
し
「
普
遍
的
」
な
合
意
形
成
の
場
で
は
な
く
、
対
立
や
抗
争

も
含
め
た
諸
関
係
の
生
成
の
場
、「
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る
政
治
」（（
（

が
展
開
す
る
場
と
し
て
捉
え
て
い
る
。
重
要
な
点
は
、「
意
味
づ
け

を
め
ぐ
る
政
治
」
を
通
じ
て
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
異
議
申
し
立
て
の
要
求
の
間
に
「
民
主
主
義
的
等
価
性
」
と
呼
ば
れ
る

関
係
性
が
構
築
さ
れ
る
可
能
性
に
つ
い
て
論
じ
て
い
る
点
で
あ
る
。
民
主
主
義
的
等
価
性
と
は
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
異

議
申
し
立
て
の
要
求
の
中
に
共
通
の
民
主
主
義
的
価
値
に
関
す
る
論
理
が
共
有
さ
れ
て
い
る
関
係
性
の
こ
と
を
指
す
（
ム
フ
一
九
九

三
＝
一
九
九
八
：
四
六
参
照
）。
つ
ま
り
、
公
共
圏
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
特
定
の
合
意
を
目
指
し
た
理
性
的
・
批
判
的

討
議
で
は
な
く
、
対
立
や
抗
争
も
含
ん
だ
「
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る
政
治
」
を
通
じ
た
新
た
な
意
味
関
係
や
そ
れ
を
可
能
に
す
る
論
理

の
編
制
過
程
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
観
点
を
踏
ま
え
つ
つ
、「
理
性
的
・
批
判
的
討
議
を
通
じ
た
合
意
形
成
」
や
単
純
な
「
公
共
圏
の
複
数
化
」
と
は
異
な
る
新

た
な
「
放
送
の
公
共
性
」
の
可
能
性
に
つ
い
て
構
想
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
複
数
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や

主
張
、
価
値
観
―
―
複
数
の
小
公
共
圏
の
中
で
編
制
さ
れ
る
諸
言
説
―
―
の
間
に
民
主
主
義
的
等
価
性
を
構
築
す
る
と
い
う
意
味
で

の
「
結
節
点
」
の
役
割
と
再
定
義
さ
れ
う
る
の
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、「
放
送
の
公
共
性
」、
そ
し
て
そ
れ
を
中
心
的
に
担
う
公
共
放
送
の
新
た
な
機
能
は
、
多
様
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
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を
有
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
や
他
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
ア
と
の
対
立
や
抗
争
を
含
め
た
相
互
作
用
を
通
じ
て
民
主
主
義
的

等
価
性
を
ど
の
よ
う
に
構
築
し
う
る
か
と
い
う
も
の
と
な
る
。
こ
れ
ま
で
の
公
共
圏
概
念
と
は
異
な
り
、
そ
こ
で
展
開
さ
れ
る
意
味

構
築
過
程
は
必
ず
し
も
「
理
性
的
・
批
判
的
討
議
」
に
限
定
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
ラ
デ
ィ
カ
ル
多
元
主
義
は
、
民
主
主
義
的
等

価
性
が
「
感
情
（em

otion

）」
や
「
情
念
（passion

）」
を
通
じ
て
成
立
す
る
こ
と
を
強
調
す
る
。

民
主
主
義
の
理
論
家
は
、
集
合
的
な
同
一
化
が
与
え
る
情
動
的
な
紐
帯
の
こ
と
を
考
慮
に
入
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
…
略
…
政
治
か
ら
情

念
を
除
去
す
る
こ
と
を
望
み
、
民
主
主
義
政
治
が
、
理
性
、
慎
み
、
合
意
と
い
っ
た
観
点
か
ら
の
み
理
解
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
主
張
す
る

理
論
家
は
、
政
治
的
な
も
の
の
力
学
を
理
解
し
て
い
な
い
。
彼
ら
は
、
民
主
主
義
政
治
が
、
…
略
…
利
害
を
感
情
に
、
理
性
を
情
念
に
対
置

す
る
か
わ
り
に
、
民
主
主
義
的
実
践
へ
と
結
び
つ
い
て
い
く
（
感
情
や
情
念
に
基
づ
く
：
引
用
者
）
同
一
化
の
形
式
を
提
示
す
べ
き
で
あ
る

こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
（
ム
フ
二
〇
〇
五
＝
二
〇
〇
八
：
四
八
―
四
九
）。

　

感
情
や
情
念
を
喚
起
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
連
帯
や
動
員
を
促
進
す
る
と
い
う
テ
レ
ビ
の
特
性
は
、
こ
の
民
主

主
義
的
等
価
性
の
構
築
に
お
い
て
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
果
た
し
う
る
機
能
を
指
し
示
し
て
い
る
。
周
知
の
通
り
、
近
年
の
熟
議
民
主
主

義
に
関
す
る
議
論
で
は
、
熟
議
の
過
程
に
お
け
る
理
性
や
合
理
性
に
還
元
さ
れ
な
い
「
関
心
（concern

）」、「
共
感
（sym

pathy

）」、

「
ケ
ア
（caring

）」
と
い
っ
た
、
感
情
の
役
割
の
重
要
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
齋
藤
二
〇
一
〇
、
田
村
二
〇
一
〇
）。
ま
た
、
メ
デ
ィ

ア
研
究
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
に
お
い
て
も
、「
感
情
の
公
共
圏
」
の
議
論
が
展
開
さ
れ
つ
つ
あ
る
（Richards 2010

）。
重
要
な

点
は
、
そ
う
し
た
感
情
や
情
念
が
民
主
主
義
的
等
価
性
を
構
築
す
る
機
能
を
果
た
し
う
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
テ
レ
ビ
、
と
り
わ

け
公
共
放
送
が
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
展
開
で
き
る
か
を
理
論
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
の
感
情
や
情
念
を
通
じ
た
民
主
主
義
的
等
価
性
の
構
築
は
、「
放
送
の
公
共
性
」
を
支
え
る
新
た
な
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
＝
公
衆
」
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の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
に
も
通
じ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
の
が
、
災
害
や
社
会
問
題
と
い
っ
た
「
他
者
の
苦

難
」
に
対
す
る
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
の
共
感
や
関
心
を
喚
起
す
る
と
い
う
テ
レ
ビ
の
表
象
機
能
に
注
目
し
た
議
論
で
あ
る

（Chouliaraki 2006

）。
こ
の
議
論
は
、
災
害
や
戦
争
の
被
害
者
と
テ
レ
ビ
・
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
と
の
間
に
越
境
的
な
「
コ
ス
モ
ポ
リ

タ
ン
な
結
び
つ
き
」
が
生
成
し
、「
観
客
（spectator

）」
が
当
事
者
意
識
を
持
っ
た
「
公
衆
」
へ
と
変
容
し
う
る
可
能
性
に
つ
い
て

論
じ
た
も
の
で
あ
る
（Chouliaraki 2006: 199

）。
感
情
や
情
念
は
利
害
や
立
場
を
超
え
た
「
我
々
」
意
識
の
構
築
を
可
能
に
す
る
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
本
来
別
々
の
争
点
同
士
を
結
び
つ
け
る
こ
と
で
新
た
な
民
主
主
義
的
等
価
性
を
可
能
に
す
る
意
味
関
係
の
生
成
を

も
た
ら
す
の
で
あ
る
。

　

無
論
の
こ
と
、
テ
レ
ビ
を
通
じ
た
「
感
情
」
や
「
情
念
」
に
よ
る
「
我
々
」
意
識
の
構
築
は
、
例
え
ば
排
他
的
な
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

が
広
範
な
支
持
を
獲
得
し
、
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
や
要
求
が
抑
圧
・
排
除
さ
れ
る
可
能
性
に
対
し
て
も
開
か
れ
て

い
る
。
と
は
い
え
、
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、
排
除
の
構
造
は
「
理
性
的
・
批
判
的
討
議
」
の
結
果
形
成
さ
れ
る
合
意
の
中

に
も
同
様
に
見
出
さ
れ
る
。
む
し
ろ
、
そ
の
よ
う
な
権
力
作
用
の
不
可
避
性
を
踏
ま
え
つ
つ
、
民
主
主
義
的
等
価
性
が
ど
の
よ
う
に

構
築
さ
れ
う
る
の
か
、
そ
し
て
そ
こ
で
放
送
メ
デ
ィ
ア
が
「
結
節
点
」
の
機
能
を
ど
の
よ
う
に
果
た
す
の
か
を
分
析
し
、
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
民
主
主
義
的
等
価
性
を
通
じ
た
公
共
的
な
「
我
々
」
の
構
築
可
能
性
と
い
う
観
点
か
ら
公
共
圏
を
捉
え

直
す
こ
と
で
、
民
主
主
義
社
会
の
批
判
的
分
析
と
密
接
に
連
関
し
た
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
新
た
な
地
平
が
切
り
拓
か
れ
る
の
で
あ

る
。（

１
）　

た
だ
し
、
技
術
革
新
を
通
じ
た
放
送
と
通
信
の
融
合
の
進
展
に
よ
り
、
電
波
の
希
少
性
と
い
う
根
拠
は
揺
ら
ぎ
つ
つ
あ
る
。

（
２
）　
『
政
治
学
事
典
』（
弘
文
堂
）
所
収
の
「
公
共
圏
」
の
項
目
（
齋
藤
純
一
）
に
よ
る
。

（
３
）　

次
の
記
述
も
参
照
。「《
政
治
的
公
共
圏
》
は
、
国
民
か
ら
な
る
公
衆
が
お
こ
な
う
討
議
を
つ
う
じ
た
意
見
形
成
や
意
思
形
成
が
実
現
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し
う
る
た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
条
件
を
総
括
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
、
規
範
的
な
側
面
を
内
在
し
た
民
主
主
義
理
論
の

根
本
概
念
に
ふ
さ
わ
し
い
（
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
一
九
九
〇
＝
一
九
九
四
：
ｘ
ｘ
ｘ
）。

（
４
）　

よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
は
『
公
共
性
の
構
造
転
換
』
の
新
版
の
序
文
の
な
か
で
い
く
つ
か
の
批
判
を
受
け
入
れ
、

修
正
し
て
い
る
。

（
５
）　

と
く
に
、
こ
う
し
た
議
論
で
は
、「
新
し
い
社
会
運
動
」
の
担
い
手
た
ち
が
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ヴ
・
メ
デ
ィ
ア
を
活
用
す
る
こ
と
が
論

じ
ら
れ
る
（D

ahlgren 2009

）。

（
６
）　

次
の
議
論
を
参
照
の
こ
と
。「
誰
に
対
し
て
も
平
等
に
開
か
れ
、
す
べ
て
の
構
成
員
の
声
や
関
心
に
正
当
に
耳
が
傾
け
ら
れ
、
そ
れ

ら
が
共
有
さ
れ
る
と
い
う
公
共
性
の
実
現
に
向
け
て
、
メ
デ
ィ
ア
シ
ス
テ
ム
を
ど
の
よ
う
に
構
想
す
る
の
か
と
い
う
問
題
が
多
文
化
社
会

の
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
最
大
の
課
題
で
あ
ろ
う
。
エ
ス
ニ
ッ
ク
メ
デ
ィ
ア
を
と
お
し
て
生
ま
れ
て
い
る
多
元
的
な
マ
イ
ク
ロ
公
共
圏
は

社
会
の
多
様
な
声
や
文
化
差
異
を
表
明
す
る
た
め
に
は
貴
重
で
あ
り
、
多
文
化
社
会
に
お
け
る
そ
の
意
義
を
真
摯
に
理
解
す
る
こ
と
は
必

要
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
を
社
会
全
体
の
公
共
メ
デ
ィ
ア
空
間
と
結
び
つ
け
る
こ
と
も
緊
要
で
あ
り
、
そ
れ
は
エ

ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
側
だ
け
の
責
務
で
は
決
し
て
な
い
。
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
差
異
を
互
い
に
尊
重
し
て
市
民
の

間
の
対
話
を
促
し
、
よ
り
包
含
的
な
社
会
の
構
築
を
目
指
す
文
化
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
に
社
会
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で

あ
る
（
岩
渕
二
〇
一
一
：
一
七
）」。
な
お
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
を
め
ぐ
る
議
論
に
と
ど
ま
ら
ず
、
公
共
圏
の
細
分
化
に
伴
う
問

題
は
メ
デ
ィ
ア
研
究
の
中
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
（Gitlin 1998

）。

（
７
）　

こ
の
点
に
関
連
し
て
、
新
た
な
メ
デ
ィ
ア
環
境
に
お
い
て
、
オ
ー
デ
ィ
エ
ン
ス
に
よ
る
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
の

相
互
参
照
が
進
展
し
、
そ
の
結
果
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
が
結
び
つ
く
と
い
う
「
間
メ
デ
ィ
ア
性
」
の
議
論
が
参
考
に
な
る
（
遠
藤
二

〇
〇
四
）。
遠
藤
も
ま
た
、
ギ
ト
リ
ン
や
ト
ム
ソ
ン
の
議
論
を
参
照
し
つ
つ
、
間
メ
デ
ィ
ア
性
が
小
公
共
圏
の
ゆ
る
や
か
な
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
形
成
す
る
と
論
じ
て
い
る
（
遠
藤
二
〇
〇
四
：
五
一
―
三
）。

（
８
）　

ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
論
と
密
接
に
関
連
し
た
「
意
味
づ
け
を
め
ぐ
る
政
治
」
概
念
に
つ
い
て
は
山
腰
（
二
〇
一
二
）
を
参
照
。

引
用
・
参
照
文
献

相
澤
清
晴
・
宍
戸
常
寿
・
菅
谷
実
・
鈴
木
秀
美
・
橋
本
博
之
・
長
谷
部
恭
男
・
万
代
勝
信
・
山
口
い
つ
子
（
二
〇
〇
三
）「『
デ
ジ
タ
ル
時
代
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の
公
共
放
送
に
関
す
る
勉
強
会
』
報
告
書
」『
放
送
研
究
と
調
査
』
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
号
：
六
四
―
七
九
頁
。

阿
部
潔
（
二
〇
〇
四
）「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
し
て
の
『
放
送
の
公
共
性
』
の
意
義
：
公
的
な
世
界
／
私
的
な
世
界
の
媒
介
に
向
け
て
」

『
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
№
２
：
四
九
―
六
七
頁
。

岩
渕
功
一
（
二
〇
一
一
）「
多
文
化
社
会
の
メ
デ
ィ
ア: 

文
化
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
の
実
践
に
向
け
て
」『
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研

究
』
№
79
：
五
―
二
五
頁
。

デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
（
二
〇
〇
六
）「「
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
懇
談
会
」
報
告
書　

公
共
放
送
Ｎ
Ｈ
Ｋ
に
何
を
望
む
か
：
再

生
と
次
代
へ
の
展
望
」http://w

w
w

3.nhk.or.jp/pr/keiei/kondankai/pdf/houkoku2.pdf

（
二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日
閲
覧
）

Ｎ
Ｈ
Ｋ
編
（
二
〇
一
二
）『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
年
鑑
２
０
１
２
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
。

遠
藤
薫
（
二
〇
〇
四
）「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
社
会
に
お
け
る
〈
群
集
〉：
カ
オ
ス
の
縁
と
し
て
の
〈
公
共
圏
〉」
遠
藤
薫
編
『
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
と
〈
世
論
〉
形
成
：
間
メ
デ
ィ
ア
的
言
説
の
連
鎖
と
抗
争
』
東
京
電
機
大
学
出
版
局
：
四
六
―
五
九
頁
。

岡
村
黎
明
（
二
〇
〇
三
）「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
『
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
基
本
』」『
総
合
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
研
究
』
40
⑷
：
四
六
―
五
一
頁
。

齋
藤
純
一
（
二
〇
一
〇
）「
政
治
的
空
間
に
お
け
る
理
由
と
情
念
」『
思
想
』
二
〇
一
〇
年
五
月
号
：
一
四
―
三
四
頁
。

崎
山
正
毅
（
一
九
六
二
）「
放
送
の
公
共
性
に
つ
い
て
」『
放
送
学
研
究
』
第
二
号
：
六
三
︱
八
二
頁
。

新
聞
通
信
調
査
会
（
二
〇
一
二
）「
第
５
回　

メ
デ
ィ
ア
に
関
す
る
全
国
世
論
調
査
」http://w

w
w

.chosakai.gr.jp/notification/pdf/
report5.pdf

（
二
〇
一
三
年
三
月
三
〇
日
閲
覧
）

田
中
東
子
（
二
〇
〇
九
）「
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
と
メ
デ
ィ
ア
：
調
査
研
究
の
た
め
の
視
覚
と
フ
ィ
ー
ル
ド
」『
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
№
６
：
二

五
九
―
二
七
八
頁
。

田
村
哲
樹
（
二
〇
一
〇
）「
熟
議
民
主
主
義
に
お
け
る
『
理
性
と
情
念
』
の
位
置
」『
思
想
』
二
〇
一
〇
年
五
月
号
：
一
五
二
―
一
七
一
頁
。

津
金
澤
聡
廣
（
一
九
九
三
）「
わ
が
国
に
お
け
る
放
送
の
公
共
性
に
関
す
る
論
議
の
歴
史
と
展
望
」『
放
送
学
研
究
』
43
：
五
三
―
八
一
頁
。

長
谷
部
恭
男
（
二
〇
〇
一
）「
公
共
放
送
の
役
割
と
財
源
」
舟
田
正
之
・
長
谷
部
恭
男
編
『
放
送
制
度
の
現
代
的
展
開
』
有
斐
閣
：
一
八
五

―
二
一
三
頁
。

花
田
達
朗
（
一
九
九
六
）『
公
共
圏
と
い
う
名
の
社
会
空
間
：
公
共
圏
・
メ
デ
ィ
ア
・
市
民
社
会
』
木
鐸
社
。

ハ
ー
バ
ー
マ
ス
、
Ｊ
．（
一
九
九
〇
＝
一
九
九
四
）
細
谷
貞
雄
・
山
田
正
行
訳
『
公
共
性
の
構
造
転
換
：
市
民
社
会
の
一
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ
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「放送の公共性」再考

い
て
の
探
究
（
第
二
版
）』
未
來
社
。

林
香
里
（
二
〇
一
〇
）「
公
共
放
送
と
し
て
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
位
置
価
：『
視
聴
者
第
一
主
義
』
の
未
来
」
北
田
暁
大
編
『
自
由
へ
の
問
い
４　

コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
』
岩
波
書
店
：
一
七
九
―
二
〇
三
頁
。

―
―
―
―
（
二
〇
一
一
）『<

オ
ン
ナ
・
コ
ド
モ>

の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
：
ケ
ア
の
倫
理
と
と
も
に
』
岩
波
書
店
。

原
由
美
子
・
米
倉
律
（
二
〇
〇
四
）「
現
代
の
メ
デ
ィ
ア
空
間
と
テ
レ
ビ
の
位
置
」『
放
送
メ
デ
ィ
ア
研
究
』
№
２
：
六
九
―
一
〇
三
頁
。

平
田
明
裕
・
塚
本
恭
子
・
西
久
美
子
（
二
〇
一
一
）「
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
視
聴
の
現
況: 

平
成
二
三
年
六
月
全
国
個
人
視
聴
率
調
査
か
ら
」

『
放
送
研
究
と
調
査
』
二
〇
一
一
年
九
月
号
：
七
六
―
八
七
頁
。

フ
レ
イ
ザ
ー
、
Ｎ
．（
一
九
九
二
＝
一
九
九
九
）「
公
共
圏
の
再
考
：
既
存
の
民
主
主
義
の
批
判
の
た
め
に
」
Ｃ
．
キ
ャ
ル
ホ
ー
ン
編
、
山
田

啓
・
新
田
滋
訳
『
ハ
ー
バ
マ
ス
と
公
共
圏
』
未
來
社
：
一
一
七
―
一
五
九
頁
。

松
田
浩
（
二
〇
〇
五
）『
Ｎ
Ｈ
Ｋ
：
問
わ
れ
る
公
共
放
送
』
岩
波
書
店
。

ム
フ
、
Ｃ
．（
一
九
九
三
＝
一
九
九
八
）
千
葉
眞
ほ
か
訳
『
政
治
的
な
る
も
の
の
再
興
』
日
本
経
済
評
論
社
。

―
―
―
―
（
二
〇
〇
〇
＝
二
〇
〇
六
）
葛
西
弘
隆
訳
『
民
主
主
義
の
逆
説
』
以
文
社
。

―
―
―
―
（
二
〇
〇
五
＝
二
〇
〇
八
）
篠
原
雅
武
訳
『
政
治
的
な
も
の
に
つ
い
て
：
闘
技
的
民
主
主
義
と
多
元
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
ル
秩
序
の

構
築
』
明
石
書
店
。

米
倉
律
（
二
〇
〇
七
）「
展
開
す
る
公
共
放
送
像
：
欧
米
に
お
け
る
『
公
共
サ
ー
ビ
ス
メ
デ
ィ
ア
』
論
の
動
向
を
中
心
に
」『
放
送
メ
デ
ィ
ア

研
究
』
№
５
：
一
九
三
―
二
二
〇
頁
。

ラ
ク
ラ
ウ
、
Ｅ
．（
二
〇
〇
〇
＝
二
〇
〇
二
）「
構
造
・
歴
史
・
政
治
」
Ｊ
．
バ
ト
ラ
ー
・
Ｅ
．
ラ
ク
ラ
ウ
・
Ｓ
．
ジ
ジ
ェ
ク
、
竹
村
和
子
・

村
山
敏
勝
訳
『
偶
発
性
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
普
遍
性
：
新
し
い
対
抗
政
治
へ
の
対
話
』
青
土
社
：
二
四
五
―
二
八
二
頁
。

山
腰
修
三
（
二
〇
一
二
）『
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
政
治
社
会
学
：
メ
デ
ィ
ア
言
説
・
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
・
民
主
主
義
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。
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